
将来の平戸を見据えた大人顔負けの質問で議論は白熱８

　平戸市議会議場で「平成30年度平戸市子ども議
会」が開催されました。
　今年は、昨年までと違い市内の中学校を２つのグ
ループに分け、そのうち５校の中学校から３人ずつ
子ども議員を選出し、中学生の視点から平戸の将来
像を考え、本来の議会同様の形式で行われました。
　子ども議員からは「平戸市未来創造羅針盤（第２次
平戸市総合計画）」の各プロジェクトについて、大人
顔負けの鋭く切り込んだ質問がされるなど、議場は
ヒートアップしていました。
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７ １年間の任期を終える

　平戸とオランダの架け橋として活躍した、国際交
流員のバッケル・シャレーさんが、1年の任期を終
え離任し、オランダに帰国することになりました。
　シャレーさんは、任期中、姉妹都市であるオラン
ダノールトワイケルハウト市との高校生短期留学事
業や、各種イベントでの通訳業務、また、市民の皆
さんへ英語を教えたりするなど幅広く活躍されまし
た。
　今後も、平戸市とオランダの架け橋として、活躍
してくれることを期待しています。

　平戸小学校で、平戸小学校PTA主催による災害
対策事業「学校に泊まろう」が行われました。
　近年の自然災害において、避難生活を過ごす人た
ちが、実際にどのように過ごしているのかを体験し、
防災に対する意識を高め、有事の際の備えを親子の
ふれ合いを通して深めることを目的として、避難所
に指定されている平戸小学校の運動場や体育館を活
用して、炊飯体験や宿泊などが行われました。
　また、平戸消防署の協力の下、煙体験や心肺蘇生
法などの救急救命講座なども行われました。

　木引田町、宮の町商店街一帯で「コックスフェス
タ・王国祭」が行われました。
　毎年、地元商店街の人たちが中心となって、魚の棚
町から浦の町までの商店街一帯を歩行者天国にして開
催しています。
　今年も、各商店の前には飲食ブースやゲームコー
ナーが立ち並んでいました。また、大型バイクの展示
や平戸小学校の金管バンドによる演奏なども行われ、
猛暑の影響を感じさせないくらい家族連れや若者たち
でにぎわいました。

平戸の商店街の夏のにぎわい８
３

親子で防災意識を高める 新しく４人が平戸で着任８
９

　平戸市内で国際交流員および外国語指導助手とし
て、新たに４人が着任するにあたり、市長室で辞令交
付式が行われました。
　国際交流員は、主に海外の姉妹都市・友好都市との
交流事業などに携わり、翻訳・通訳や平戸と現地との
連絡調整、市の観光などに対する補助業務などに従事
します。
　外国語指導助手は、市内の各小・中学校で児童・生
徒の英語や国際理解教育の向上を目的に配置され、英
語の授業の補助業務などに従事します。

平戸の世界遺産を海から巡るクルージング
８

　世界遺産「平戸の聖地と集落(春日集落と安満岳)
(中江ノ島)」の登録を記念して、海から巡るクルー
ズを開催しました。
　台風の影響で１週間延期となっていた今回のイベ
ントには、市内外から41人が参加。２隻の船に乗
船して、平戸の構成資産を海の上から見学し、市の
職員から解説を受けながら学びました。
　また、春日集落に上陸し、春日の棚田なども散策。
春日の案内所「かたりな」では、現地の人たちのおも
てなしに、参加した人たちは、喜んでいました。
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